
具
体
化
す
る

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の

中
国
対
策  ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ no.17
●ＩＭＦ（国際金属労連）
書記次長

鎌田 普 かまだ・ひろし

７２年ＩＭＦ－ＪＣに入局。調
査局で国際金属労組の賃金・
労働条件比較を担当。７５年Ｉ
ＭＦ本部へ派遣。特別企画部
長をはじめ、自動車、航空宇
宙、電機電子、事務技術職な
ど各種産業担当部長を歴任。
９５年ＩＭＦシニア・エグゼク
ティブ・オフィサー（ＳＥＯ）
に就任し、地域組織機構、地
域事務所、財政、人事、総務
を担当。０５年６月にＩＭＦ書
記次長に就任（現）。

よ
う
な
形
で
取
り
上
げ
、
具
体
的
活
動
を
計
画
・
実

施
に
移
す
か
と
い
う
課
題
が
残
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
組
織
機
構
の
活
用

中
国
問
題
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
執
行

若
干
の
背
景

本
誌
２
０
０
１
年
冬
号
の
こ
の
欄
で
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
公

式
訪
中
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
持
つ
重
み
と
そ
の
余
波
」
と

題
し
、
２
０
０
０
年
７
月
に
実
施
さ
れ
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
会

長
・
書
記
長
の
中
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
同
年
12

月
に
開
か
れ
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
執
行
委
員
会
で
の
中
国
問
題

に
関
す
る
議
論
と
結
論
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
結

論
と
は
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
中
国
総
工
会
な
ら
び
に
そ
の

２
加
盟
金
属
産
業
工
会
と
特
別
な
ト
ピ
ッ
ク
（
特
に

団
体
交
渉
問
題
）
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
行
う
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
会
長
・
書
記
長
は
、

慎
重
に
で
は
あ
る
が
前
向
き
で
実
践
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
と
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の

加
盟
組
合
の
か
た
く
な
且
つ
感
情
的
と
も
言
え
る
反

中
国
工
会
の
主
張
の
前
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
組
合
の
結

束
を
保
つ
こ
と
を
最
優
先
さ
せ
、
い
わ
ば
中
身
の
無

い
結
論
に
至
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
ほ
ぼ
５
年
後
の
２
０
０
５
年
５
月
、
Ｉ

Ｍ
Ｆ
執
行
委
員
会
は
「
中
国
に
関
す
る
宣
言
」
を
採

択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ

の
今
後
の
中
国
対
策
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
前
に
、

過
去
２
度
に
わ
た
り
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
対
中
対
策

が
３
度
目
の
挑
戦
を
す
る
こ
と
に
至
っ
た
背
景
を
簡

単
に
見
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

周
知
の
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
す
る
中

で
中
国
の
世
界
経
済
に
占
め
る
比
重
は
、
加
速
度
的

に
増
大
し
、
同
時
に
亜
・
米
・
欧
系
企
業
の
対
中
進

出
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
人
権
、
労
働

者
の
権
利
（
中
核
的
労
働
基
準
）
と
い
っ
た
側
面
か

ら
見
た
場
合
、
最
近
徐
々
に
改
善
は
見
ら
れ
る
も
の

の
、
そ
れ
ら
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
し
て
ど
の
よ

う
な
対
応
を
取
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
大
ま
か
に

言
っ
て
２
つ
の
意
見
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、「
人
権
、

労
働
者
の
権
利
を
抑
圧
し
て
い
る
政
府
の
一
機
関
で

あ
る
工
会
と
は
一
切
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
る
べ
き
で
は

な
い
」
と
い
う
人
権
至
上
主
義
の
立
場
で
す
。
も
う

一
つ
は
、「
多
数
の
多
国
籍
企
業
が
対
中
進
出
を
し
て

い
る
中
、
労
働
組
合
と
し
て
状
況
改
善
の
た
め
に
関

与
し
て
い
く
責
任
が
あ
る
」
と
い
う
現
実
的
、
実
践

的
な
立
場
で
す
。
２
０
０
０
年
12
月
の
執
行
委
員
会

の
結
論
は
、
政
治
的
配
慮
か
ら
前
者
の
意
見
を
取
り

入
れ
た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
実
情
は
、
後
者
の

意
見
が
多
数
を
占
め
る
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
し
た

か
ら
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
と
し
て
中
国
問
題
を
今
後
ど
の

中国・上海の風景
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Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
中
国
訪
問
団
（
２
０
０
４
年
９
月
、
北
京
）

（
※
注
２
）
を
採
択
し
ま
し
た
。
宣
言
は
、
中
国
の
経
済

成
長
と
構
造
変
化
に
注
目
し
、
労
働
者
の
権
利
、
人

権
に
関
す
る
国
際
基
準
を
満
た
す
た
め
の
更
な
る
ア

ク
シ
ョ
ン
が
取
ら
れ
る
こ
と
は
、
緊
急
で
あ
り
、
中

国
の
労
働
者
の
労
働
条
件
は
、
全
世
界
の
労
働
者
に

及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
と
の
認
識
の
下
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
し

て
種
々
の
問
題
を
討
議
す
る
た
め
に
、
在
中
国
多
国

籍
企
業
子
会
社
で
働
く
労
働
者
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

る
べ
き
で
あ
る
、
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
執
行
委
員

会
は
、
作
業
グ
ル
ー
プ
（
※
注
３
）
に
今
年
11
月
開
催
の

執
行
委
員
会
に
具
体
的
な
提
案
を
行
う
よ
う
指
示
し

ま
し
た
。Ｉ

Ｍ
Ｆ
の
具
体
的
活
動

去
る
９
月
に
開
催
さ
れ
た
作
業
グ
ル
ー
プ
の
議
論

が
取
り
纏
め
ら
れ
、
来
る
11
月
の
執
行
委
員
会
に
具

体
的
な
提
案
が
な
さ
れ
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
３
本

の
柱
か
ら
成
り
ま
す
。

第
１
に
中
国
の
金
属
産
業
に
関
す
る
情
報
の
収
集
で

す
。
情
報
収
集
は
、
一
般
的
な
経
済
・
社
会
に
関
す
る

も
の
も
含
み
ま
す
が
、
自
動
車
、
電
機
・
電
子
、
鉄
鋼
、

航
空
・
宇
宙
産
業
な
ど
の
各
分
野
の
生
産
、
雇
用
、
企

業
活
動
に
関
す
る
も
の
に
焦
点
を
当
て
ま
す
。

ま
た
、
労
働
者
の
権
利
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、

金
属
産
業
の
各
分
野
の
情
報
を
補
強
す
る
た
め
、
20

社
程
度
の
多
国
籍
企
業
に
焦
点
を
当
て
、
情
報
を
収

集
し
ま
す
。

第
２
に
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
主
催
の
研
修
会
の
開
催
で
す
。

具
体
的
に
は
、
特
定
産
業
分
野
の
多
国
籍
企
業
に
働

く
少
人
数
の
労
働
者
と
活
動
家
を
中
国
内
外
か
ら
集

め
、
労
働
者
の
権
利
、
団
体
交
渉
、
安
全
・
衛
生
、

民
主
的
な
労
働
組
合
の
設
立
、
な
ど
に
つ
い
て
情
報

交
換
を
行
い
、
討
議
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

第
３
に
は
、
現
存
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
中

国
問
題
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
の
サ
イ
ト
に
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
加
盟
組
合
、
外

部
メ
デ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
か
ら
の
中
国
に
関
す
る

情
報
を
の
せ
ま
す
。
こ
の
サ
イ
ト
の
目
的
は
、
Ｉ
Ｍ

Ｆ
加
盟
組
織
・
組
合
員
を
中
心
に
し
た
サ
イ
ト
利
用

者
の
中
国
問
題
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
金
属
産
業

分
野
、
金
属
産
業
多
国
籍
企
業
に
関
す
る
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

以
上
の
３
つ
の
活
動
が
執
行
委
員
会
に
提
案
さ
れ
、

実
施
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
労
働
者
の

権
利
に
関
す
る
も
の
な
ど
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
も
の

が
あ
る
だ
け
に
、
紆
余
曲
折
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
金
属
労
協
を
は
じ
め
と

す
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
組
織
の
全
面
的
な
協
力
な
く
し
て

は
実
現
不
可
能
で
す
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―

Ｊ
Ｃ
、
加
盟
組
織
の

一
段
の
協
力
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
10
月
８
日
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
事
務
所
に
て
）

委
員
会
が
中
国
問
題
を
再
度
議
題
と
し
て
取
り
上
げ

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
先
ず
地
域
か
ら
声
を
あ
げ
た

ら
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
２
０
０
２
年
３
月
台
湾

で
開
催
の
東
ア
ジ
ア
地
域
委
員
会
で
中
国
問
題
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
翌
年
４
月
ソ
ウ
ル
で
開
催
の
同
委

員
会
で
、
調
査
結
果
を
基
に
し
た
議
論
が
行
わ
れ
、

そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
２
０
０
３
年
北
九
州
で
開
催

の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
会
議
調
整
委
員
会
（
※
注
１
）
で
中

国
問
題
に
関
す
る
認
識
を
深
め
、
そ
の
重
要
性
を
確

認
し
、
２
０
０
４
年
５
月
に
開
催
の
執
行
委
員
会
に

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

中
国
問
題
特
別
作
業

グ
ル
ー
プ
立
ち
上
げ

２
０
０
４
年
５
月
に
開
催
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
執
行
委
員
会

は
、
中
国
問
題
を
再
度
議
題
に
取
り
上
げ
、
２
人
の

中
国
問
題
専
門
家
を
招
き
、
問
題
に
関
す
る
認
識
を

深
め
る
中
で
、
本
部
提
案
の
た
た
き
台
を
基
に
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
「
中
国
問
題
特
別
作
業
グ

ル
ー
プ
」
の
設
置
が
決
定
さ
れ
、
日
本
を
含
む
９
カ

国
・
地
域
を
代
表
す
る
加
盟
組
合
か
ら
な
る
作
業
グ

ル
ー
プ
は
同
年
10
月
、
今
年
３
月
と
計
２
回
の
会
議

を
持
ち
、
執
行
委
員
会
へ
の
提
案
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。Ｉ

Ｍ
Ｆ
執
行
委
員
会

「
中
国
に
関
す
る

宣
言
」を
採
択

本
年
５
月
開
催
の
第
31
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
直
前

に
開
か
れ
た
執
行
委
員
会
は
、「
中
国
に
関
す
る
宣
言
」

※
１
‥
ほ
ぼ
10
年
前
、
地
域
に
よ
り
密
着
し
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
運
動
を
推
進

す
る
た
め
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・

カ
リ
ブ
地
域
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
地
域
組
織
機
構
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
東
ア

ジ
ア
地
域
委
員
会
は
、
そ
の
一
つ
。
詳
し
く
は
、
２
０
０
４
年
春
号

（N
o.275

）の
「IM

F
IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

」
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

※
２
‥
当
初
イ
ギ
リ
ス
の
加
盟
組
合
で
あ
るA

M
IC
U
S

は
、
世
界

大
会
に
中
国
問
題
に
関
す
る
決
議
を
提
案
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が

ら
世
界
大
会
と
い
う
場
で
中
国
問
題
を
討
議
す
る
こ
と
に
な
る
と
議

論
は
原
理
・
原
則
に
終
始
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
し
て
の
具
体
的
な
活
動
に

関
す
る
結
論
は
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
大
で
あ
る
と
の
懸
念
か
ら

A
M
IC
U
S

と
調
整
を
行
い
、
執
行
委
員
会
宣
言
と
い
う
形
で
纏
め

ら
れ
た
。

※
３
‥
作
業
グ
ル
ー
プ
の
性
格
付
け
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、

「
ア
ド
ホ
ッ
ク
（
特
別
）
作
業
グ
ル
ー
プ
」
か
ら
、「
作
業
グ
ル
ー
プ
」

に
名
称
変
更
し
、
同
時
に
よ
り
広
範
な
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
、
中
・
東
欧
の
加
盟
組
合
の
代
表
も

グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
た
。

言
う
ま
で
も
無
く
、
こ
の
提
案
は
、
11
月
の
執
行
委
員
会
の
承
認

を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。


